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巡回展「ダーウィンを驚かせた鳥たち」 実施報告書 

 

記入日：令和 4年 5月 23日 

 

館名・団体名  港区立みなと科学館 

部署・担当者氏名  教育普及チーム 河野由佳 米谷夏樹 

 

１．開催概要 

開催期間 

令和  4年   3月  25日（ 金 ） ～ 令和  4年  5月  8日（ 日 ） 

開催日数：   43日（休館日を除いた日数をご記入ください） 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約  343 ㎡ 

開催の様子 （写真） ※頁数が増えてもかまいません 

  

 

  

 

 

 

 

 

全体の様子 エントランスの様子 

雄と雌のダーウィンフィンチを並べて展

示 

「ラナイホックビル」のバードカービングを

展示 
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展示に関する絵本や、港区をイメージしたトンネル風のパネルで生きものを探す「にぎわいひろ

ば」の設置 

 

２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  令和 4年 3月 18日 展示物搬入 

令和 4年 3月 24日 ～ 令和 4年 3月 24日 設営（ 4 人） 

令和 4年 3月 25日 ～ 令和 4年 5月 8日 開催 

令和 4年 5月 9日 ～ 令和 4年 5月 9日 撤去（ 4 人） 

令和 4年 5月 10日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

 国立科学博物館巡回展「日本の生物多様性とその保全」と併せての開催とした。 

 独自で追加した展示コーナーも含めて一つの企画展として一体感を出せるよう、コーナー

ごとに紹介パネルを作成した。 

 ダーウィンフィンチの雄と雌での比較ができるよう、同じ展示ケース内に雄と雌のバードカ

ービングを並べて展示した。 

 多様な環境にあわせて生物が進化したことや、環境の変化が絶滅をもたらすことについて

さらに深く考えてもらうため、絶滅したハワイミツスイの一種である「ラナイホックビル」のバ

館ボランティアによる「ガラパゴス諸島の

生きものたち」写真パネルの展示 

ワークショップ「鳥の鳴き声クイズにチャ

レンジ！」と絵本コーナーの設置 
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ードカービングを併せて展示した（協力：内山春雄氏）。 

 館ボランティアがガラパゴス諸島を見学した際に撮影した写真をパネルで展示し、ガラパ

ゴス諸島で独特の進化を遂げた生き物たちについて写真で紹介した。 

 親子連れの来館者にも楽しんでいいただくスペースとして、展示に関連する絵本が読める

コーナーや、港区の自然環境を模したトンネル風のパネルをくぐりながら生きものを探すコ

ーナーを設置した。 

 展示コーナーでスタッフによるワークショップ「鳥の鳴き声クイズにチャレンジ！」を毎日開

催し、身近な鳥や鳴き声の違いに関心を深めてもらう機会を設けた。 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

 パネルの内容は大人向けで、来館する未就学児や小学生には少し難しい内容だと感じた

が、ダーウィンフィンチのバードカービングは子供たちも熱心に観覧していた。 

 くちばしの形や体の特徴をパネルの内容を確認しながら比較している様子があった。 

 来館者からは、バードカービングを見て「羽の一枚一枚までとても綺麗。」「本当に木で作

られているの？」などの声がった。来館者アンケートにも、「バードカービングの展示が素

敵でした。」「口ばしの形が少しずつ違うことに驚いた。」などの意見があった。 

 「バードカービングができるまで」の動画も多くの方が立ち止まって熱心に見ていた。 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

 みなと科学館公式 HPへの掲載（イベントページ及び、トップページでの表示）

https://minato-kagaku.tokyo/ 

 みなと科学館企画展特設サイトへの掲載 https://sp.minato-kagaku.tokyo/ 

 みなと科学館の Twitterでの配信 @minato_kagaku 

 チラシ及び、ポスターの作成配布（港区立小中学校、港区内私立中高、区立施設、港区ミ

ュージアムネットワーク、港区観光協会、港区内学習塾、企画展関係者様へ配布） 

 神谷町駅、虎ノ門ヒルズ駅への広告掲出 

 PR TIMESをつかったニュースリリースの配信（2回） 

 港区広報誌「広報みなと」港区教育委員会広報誌「ひろば」、港区の区内掲示板での掲

載、港区 LINEでの配信 

 

＊この報告書やチラシ、写真は国立科学博物館の webにて紹介させていただく予定です。  






